
様式７号の１

遠野市立上郷小学校

教育的価値 具体の項目 教育課程

⑮【東日本大震災津波の様子と被害の状況】 特別活動

東日本大震災津波の様子と被害の状況について理解する。

⑯【自然災害発生のメカニズム】 総合的な学習

【そなえる】
自然災害が発生するメカニズムやそれぞれの災害について理解する。 の時間

⑳【学校・家庭・地域での日頃の構え】

避難場所や避難方法、避難経路を把握して安全に避難する。家具の安全

対策、避難の方法や落ち合う場所等、学校や家庭でできる防災対策を行う。

地域の防災システムを理解し、防災活動に参加する。

【題材】上郷小学校防災教室

【対象】全学年（１～６年生）

１ ねらい

防災の日と関連させ全校で防災学習を実施し、各学年に即した防災に関する内容に取り組むことで、

子どもたちの防災意識を高める。

２ 期 日 平成２６年９月１日（月）

３ 時 間 ３校時 10:40～11:25

４ 学習内容

学習活動 ねらい 外部講師

年 内容 （場所） （講話・活動の内容）

１
校舎、校庭の危険箇所を実際に確かめ、 なし

年
校内の安全 けがや事故なく安全にくらそうとする意 （担任、副校長が指導）

識を高める。（校舎内・校庭）

地域の危険箇所を実際に確かめ身近な危 ○上郷町第一区長

険を回避することを知る。 浅沼次士さん

２
実際に危険箇所を確かめることで防災意 ・地域の危険箇所

年
地域の安全 識の向上 について子ども

を図る。 たちと歩きなが

（地域） ら確認していた

だく。

地域の防 ○遠野市地域活動専門員

３ 地域の
災施設や 岩間幸夫さん

年 防災施設
避難場所 ・地域の防災施設、避難場所について話して

について知ることで、安全に対する意識 いただく。

を高める。 （地域・SBで移動）
過去に起こった上郷地区の災害や、これ ○遠野消防本部

から起こりうる災害について知り、防災 消防総務課

４ 地域の 意識を高める。 内田幸寿さん

年 災害の様子 ・上郷地区の災害

防災について話

していただく。

東日本大 ○陸中海岸青少年の家

震災の体 所長 菊池清太さん

５
東日本大震 験談を聞 ・東日本大震災

年
災時の様子 き、我が の体験談を話

を知ろう 家の防災 していただく。

について

考える。

東日本大震 東日本大震災において遠野市が行った支 ○遠野市総務

災において 援や活動についての体験談を聞き、防災 部防災危機

６ 遠野の果た についての意識を高めるとともに、自分 管理課



年 した役割を の日常的な行動に生かすことができるよ 主任 刈谷俊介さん

知ろう うにする。 ・東日本大震災における遠野市の活動について

話していただく。

【授業の展開】

４年生・防災教室「上郷地区にあった災害を知ろう」

活動内容 ねらい、指導上の留意点

上郷地区に起こった ・自分たちの身近にあった

事
水害について知る 過去の災害の様子につい

前
（１９８１年８月） て知ることで、学習への

・新聞記事を読む 興味・関心を高める。

・家の人から話を聞く

講師の方（遠野市消防本部 ・自分たちの身近に起こっ

・消防総務課：内田幸寿さ た災害の具体的な様子を

ん）から、１９８１年に起 知ることで、上郷地区に

本 こった水害の様子､被害の状 も災害は起りうることや、

時 況､地区民の生活や復旧の様 大雨や洪水の災害にたい

子などを話していただき、 してどのような行動をと

身近に起こった災害の具体 ればよいのかを知り、防

的な様子を知る。 災への意識を高める。

学校や家庭で、大雨や洪水 ・大雨や洪水の被害に遭い

の災害に遭いそうな場合、 そうなとき、避難勧告や

どのように行動したらよい 指示が出たときなど、ど

事 のかを考える。 のように行動すべきかを

後 考え、家族間で共有する。

・学校にいた場合の行動に

ついて学級間で話し合い

共有する。

◆児童の感想

●まとめ

各学年がねらいを明確にしテーマを設けて防災学習に取り組むことができたことはとてもよかった。特に

身近な地域の危険箇所や防災施設、さらには過去に起った災害などを学習することで、自分たちの地域にも

災害が起こりうるという防災意識を高める上で非常に有効であった。子どもたちをはじめ保護者に至るまで

地域の過去の災害についての知識がなく、驚きをもって学習していた。

この防災教室を継続して実施していくことで、小学校６年間を見通した防災学習を実施し、子どもたちに

「そなえる」力を育てていきたいと考える。


